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平 成 ９年 １０年 の 二年 間 岩手 県 工 業技 術セ ン ターに 出向 し 、平 成 ９年 の福 祉 機器 研 究 開

発 の調 査研 究 から 始 まっ て平成 １０年 度か ら の岩 手県 リハ ビ リテ ーシ ョン セ ン タ ーと の共

同研 究の スタ ート 、さ らに は 国 の補 正予 算 に よる もの 作 り試 作開 発 支援 セ ン タ ー整 備 事 業

へ の応 募採 択 に よる 三 次 元動 作 解析 装 置等 を 用い た機 械金 属 木製 品 製 造業 界 の福 祉機 器 用

具試 作 開発 の ため のプ ロジ ェ クト の 実施に 立ち会 う機 会に 恵ま れ た。

福祉 機器 開 発 は、現 場 を持 っ た リハ セ ン との連携 が重 要で 、か つ 県 内 中小 企 業 の技 術 的

支援 を旗 印に 掲げ る工 業 技術 セ ン タ ーの 役割 か らも 企業 を も抱き 込ん だ形 で ス タート させ

る 体制を 考 えて い た。さ ら に、折 角 試 作 し た福 祉機 器を 現場 で 活 用 してい た だく に は ど の

よ うにす れ ば よい か知 恵 を 出 し合い 、平 成 １０年 ６月 に 竣 工し た ウェ ル フ ェ アテ クノハ ウ

ス 水沢 の活 用 も 考慮 に入 れ 、試 作す る 前 の段階 か ら県庁 を も 積極的 に 取 り込 ん だ形 の 体制

が 出来 れば よい とい う結論 に 達 し た。工 業 技 術セ ンタ ーが 提案 し た 支援 体制 図 を示 す。保

険 福祉部 な ど福 祉現 場 と密 接な 関 係 のある 部 署に最 初から 口 も（金 も ）出 し てい ただく と、

出 来上 がっ た 試 作 品に 対 し て も県 が リード ユ ーザ に なっ てく れ る とい う甘い 期 待 もあ る。

筑 波 に戻 り 再び 福 祉機 器 研 究 開発 に 取 り組 む昨 今 、岩 手 県 工業 技術 セ ン タ ーの 今 後 の成 果

を期待 し て 見守っ てい る と ころ であ る。
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